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１． まえがき 
近年，無線 LAN 機器の低価格化に従い，さまざまな場

所や、多くの機器で無線 LAN が使われるようになりつつ

ある．無線 LAN 機器の普及と同時に，無線 LAN を用いた

位置推定システムや，それらを用いた位置情報サービスの

提案が多く行われている[1-7]．これまでの測位技術は，図

１に示すように，主に屋外では GPS, 屋内では，UWB や赤

外線, RFID 等が使われてきているが，屋内外で統一的に利

用可能な測位技術は存在しなかった．これに対し，無線

LAN は，屋内のみならず，屋外でも利用可能性が高く，測

位技術として理想的である． 
本稿では，無線 LAN を用いた位置推定とその応用技術

について述べる．無線 LAN を用いた位置推定システムを

広域に展開する場合，効率よく広範囲から無線 LAN の基

地局データを収集する必要がある．我々は、広域で利用可

能な位置情報プラットフォームを構築するため、ポータル

サイト Locky.jp を構築した． 
以下では，まず，無線 LAN を用いた位置推定技術につ

いて述べる．次に，位置推定ポータル Locky.jp の紹介と関

連事例を示す．また、Locky.jp において提供しているツー

ルやソフトウェアライブラリ Locky Toolkit を紹介する．最

後に、Locky.jp において得られた経験について述べる． 
 

2 ．無線 LAN を用いた位置推定技術 
無線 LAN を用いた位置推定は，基本的に以下の事実に

よって行われている． 
 

１．すべての無線 LAN 基地局は，固有の ID として

BSSID(MAC アドレス)を持つ 
２．無線 LAN 基地局は，BSSID を定期的にブロード

キャストしている 
３．無線 LAN 端末は、近傍の無線 LAN 基地局からブ

ロードキャストされている BSSID を受信すること

ができる 
 

無線 LAN 機能を持つ端末ならば，どのような端末でも，

基本的な機能として BSSID を受信できる．これにより，

BSSID と基地局の位置を示したデータベースを保持してい

れば，BSSID を受信しただけで，端末の位置を推定するこ

とが可能になる．図２に名古屋市の市街地の無線 LAN 基

地局の存在状況を示す．この図は 100 ｍ x 100m の区画の

調査を行ったものであるが，この範囲に 878 の無線 LAN
基地局を発見することができた．すなわち，100 平米あた

り 8.8 の基地局が存在するわけであり，この区域内の無線

LAN 端末は常時５以上の基地局からの BSSID を受信する

ことが可能である．無線 LAN を用いた位置推定手法とし

ては，主に以下の３種類に分類することができる． 
 
・Proximity (近接性) 
  最もシンプルな手法であり，最も電波強度が強い

基地局を推定位置とする 
・Triangulation（3 角測量） 
  ３点以上の基地局の位置と電波強度を用い，重み
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図 1 さまざまな測位技術 図 2 名古屋市街地の無線 LAN 基地局状況 



を用いて位置推定を行う 
・Scene Analysis (環境分析) 
  推定する場所での基地局の受信状況を事前に取得

しておき，最も近似する受信状況の場所を位置と

して推定する 

3．無線 LAN 位置推定ポータル Locky.jp 
無線 LAN を用いた位置推定を実現するためには，事前

に推定したい場所において基地局の位置情報を推定する必

要がある．米国においては Intel Research の PlaceLab [2]が
先行して，無線 LAN 関連ツールの提供やデータベースの

収集を進めていた．しかし，2005 年の段階では日本国内で

そのような動きはなく，今後の無線 LAN 位置推定技術の

発展を考えると少しでも早く大規模なデータベースの構築

が望ましいと考えた．しかし，全国規模でのデータ収集を

行うには，非常に大きなコストが必要となる．そこで，

2005 年 7 月に 無線 LAN 位置推定ポータルサイト Locky.jp 
を立ち上げ，ボランティアベースでの無線 LAN 基地局の

データベースの収集や，ツールの提供を開始した．その結

果，2007 年 7 月現在では，160 名を超える参加者により，

32 万件近くの基地局の情報が収集できている． 
データ収集を行いたい参加者は，Locky.jp のサイトから

Locky Stumbler というソフトウェアツールをダウンロード

する．また，位置を記録するために，GPS を用意する必要

がある．Locky Stumbler は 図 3 に示すように，画面上に現

在受信している無線基地局の BSSID や電波強度等を表示す

る．同時に GPS から緯度・経度情報を取得し，基地局情報

と共にログファイルとして保存する機能を持つ．このログ

ファイルを Locky.jp サイトにアップロードすることにより，

Locky.jp のデータベースの更新が行われる．Locky.jp では，

参加者間での基地局収集数のランキングを掲示することに

より，参加者のモチベーションを高めている． 

3.1 Locky Toolkit 
Locky.jp で収集したデータベースを実際にさまざまなサ

ービスやシステムで利用するためには，そのためのソフト

ウエアが必要となる． Locky.jp では，可能な限り簡便にこ

れらのソフトウェアの開発が可能なように，無線 LAN 位

置推定のソフトウェアツールキットを提供することとした．

その際に，これまで収集したデータベースも同時に配布を

行っている．Locky Toolkit を用いることにより，無線

LAN のデータの収集および，データベースから基地局の位

置の取得が可能になる．データベースを可能な限りコンパ

クトにするために，日本全土を 3m 程度に区切った区画で

表記する Locky Code という体系を導入した．また，デー

タベースを配布する際には，BSSID 等をそのまま配布する

には問題が生じる．そこで，SSID と BSSID をあわせてハ

ッシュ関数を通した結果を配布することとした．これによ

り，実際に取得したデータを用いたデータベースへの問い

合わせは可能であるが，データベースのみを利用して

BSSID を取得することはできない仕組みとした．ハッシュ

関数と Locky Code の利用により，20 万の基地局のデータ

を 2.3Mbyte 程度に収めることができた．将来的に 100 万局

のデータベースになったとしても，10Mbyte 程度で保持で

きることを示した． 

4．関連応用事例 
無線 LAN を用いた位置推定技術を利用した商用化の事

例として，米国では Skyhook Wireless が行う Loki beta サー

ビス[9], Microsoft が行う Windows Live Local [10]が始まっ

ている．Loki では、Internet Explorer のツールバーとしてイ

ンストールすることが可能であり，近くの飲食店等の検索

が可能である．また，このサービスを実現するために，都

市部において無線 LAN 基地局のデータベースを定常的に

更新するための作業者を雇用している．Windows Live 
Local では，地図上で現在位置を推定する際に，無線 LAN
を用いることが可能である．同じ技術が Microsoft 
MapPoint 2006 というスタンドアロンのソフトウェアにも

導入されている。 
また日本においても，ソニーコンピュータサイエンス研

究所によって PlaceEngine [11]が開始され，ポータブルデバ

イス上での位置推定ソフトウェア等がリリースされている．

PlaceEngine では，ユーザ端末上のソフトウェアとウェブブ

ラウザ上のアプリケーションが連携してサービスを実現す

る仕組みが構築されている．近年の Webs サイトは Web サ
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図 4  データ収集の様子 



ービス化が進んでおり，位置情報を付与することによって

高度なサービスを実現することが可能になる．実際に，複

数のサービスを Mash Up することによって構築されたサー

ビスがいくつか稼動している． 
また， PlaceEngine では，その技術を応用して，小型端

末(PlayStation Portable)上で動作するソフトウェアにおいて，

位置推定を可能にした．これにより，無線 LAN を持つ小

型端末が実際に位置推定が可能であることを示しただけで

なく，従来は GPS という外付けハードウェアが必須であっ

た位置を用いたアプリケーションを実現可能とした点が画

期的である．現在は，地図関連のアプリケーションが中心

であるが，将来的には，エンターテイメントやコミュニケ

ーション支援といったサービスの実現が期待できる． 

5. 収集経験 
我々は Locky.jp の構築を通じて，さまざまな経験を得た．

一例として，長期間にわたって，同じ経路でデータ収集を

した場合を紹介する．データ収集は図 4 のように，自転車

で移動し，背中に収集ツールを背負って約 10km を移動し

た結果である。 
図 5 は，同じ経路を 316 日間にわたってデータ収集を行

った際の，初日に見つけた 100 の基地局がその後いつ見つ

かったか，を示したデータである．実際には初日には 382 
の基地局を発見しており，316 日経過後にはそのうち 228
の基地局が見つかった．（新しく発見された基地局は除か

れている．）すなわち，約 4 割の基地局が 300 日を経過す

ると，失われていることとなる．この理由は，機器の故障

や移転・移動等が考えられる．また，300 日の経過途中で

も，常時計測できる基地局もあれば，時々計測できるもの，

すぐに計測できなくなったものなどが存在することがわか

る．なお，この図では新たに見つかった基地局は記載され

ていない． 
逆に 6 割がまだ残っていることを考えると，十分に利用

可能であること理解できる．先の都市部ではないが，多く

の場所において複数の基地局が観測できる状況では，半数

の基地局が入れ替わったとしても，残りの基地局で位置推

定が可能となる．また，他の場所から移設されてきた場合

でも，他の基地局の位置と矛盾が起これば，データベース

の更新が可能である．一度，基準となるデータベースが得

られれば，その後は，無線 LAN の情報を得るだけで，デ

ータを更新することが可能である．このように，データベ

ースを最悪でも 1 年程度の間隔で更新すれば，無線 LAN
を用いた位置推定システムも十分に社会基盤として利用可

能と考えられる．すなわち，無線 LAN を用いた測位シス

テムは長期間にわたって安定的に利用できることとなる． 

6. おわりに 
本稿では，無線 LAN を用いた位置推定技術とその

応用について紹介した．この技術は，非常に幅広い
応用可能性があり，多様な機器に搭載されることが
期待される．この技術の普及のためには，無線 LAN
基地局の位置を記録したデータベースが安定的に供
給されることが望ましい．また，無線 LAN 位置推定
技術は本来ならば，屋内の位置推定が得意な技術で
ある．すなわち，屋内でのサービスの登場が期待さ
れる．具体的には，駅や空港といった公共の場所か
ら始まり，将来的にはデパートや商店街といった場
所で利用者支援を行う仕組みが実現できることが期
待できる．その際に利用するデータを標準化して，
誰でも簡単に位置依存情報の構築や提供，利用がで
きるようになることが重要である． 

Locky.jp の取り組みが，無線 LAN 位置推定技術の
普及と発展に寄与することができれば幸いである． 
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